
一般社団法人栃木県病院薬剤師会 会員規程 
 
 (目的) 

第 １ 条 本規程は一般社団法人栃木県病院薬剤師会(以下、栃病薬という)定款第５第、第６条、第７条、

第８条、第９条、第１０条及び定款細則第１条、第２条に定める会員の権利と義務を定めるこ

とで栃病薬の運営を円滑に実施することを目的とする。 

 

 (会員の資格) 

第 ２ 条 定款第３条の栃病薬の目的及び第４条の事業に賛同する個人または団体であり、定款第５条の

資格を有する個人または団体を会員とする。 

   ２ 会員の種類は定款第５条にあげた種類とする。 

 

 (会員の権利) 

第 ３ 条 正会員は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律(平成１８年法律第４８号。以下「法人 

法」という。)に規定された次の各号に掲げる社員としての権利を行使することができる。 

(１) 法人法第１４条第２項の権利(定款の閲覧等) 

(２) 法人法第３２条第２項の権利(社員名簿の閲覧等) 

(３) 法人法第５０条第６項の権利(社員の代理権証明書面等の閲覧等) 

(４) 法人法第５１条第４項及び第５２条第５項の権利(議決権行使書面等の閲覧等) 

(５) 法人法第５７条第４項の権利(社員総会の議事録の閲覧等) 

(６) 法人法第１２９条第３項の権利(計算書類等の閲覧等) 

(７) 法人法第２２９条第２項の権利(清算法人の貸借対照表等の閲覧等) 

(８) 法人法第２４６条第３項、第２５０条第３項及び第２５６条第３項の権利(合併契約等の閲覧

等) 

   ２ 正会員は、定款第１９条にあるように社員総会(以下「総会」という。)に出席し議決権を持つ。 

(１) 正会員の議決権の５分の１以上により所定の手続きを踏んだ場合、総会開催の請求ができる。

(定款第２０条の２) 

(２) 正会員は、総会に出席し次に掲げる事項及び一般社団法人及び一般財団法人に関する法律に

定める事項に議決権を持つ。(定款第２１条) 

① 事業計画及び予算の承認 

② 事業報告及び計算書類の承認 

③ 理事、監事の選任及び解任 

④ 理事及び監事の報酬などの額及びその支給基準 

⑤ 役員の責任の免徐 

⑥ 名誉会員の推薦の同意 

⑦ 会員の除名 

⑧ 定款の変更 

⑨ 合併に関する事項 

⑩ 解散に関する事項 

⑪ 理事会が付議した事項 

⑫ その他定款に定められた事項 

(３) 正会員は、総会に出席できない場合所定の手続きを経て代理人にその議決権を代理行使させ

ることができる。(定款第２２条の２) 

(４) 正会員は、所定の手続きを経て総会の議長に選出される権利を有する。(定款第２３条) 

(５) 正会員は所定の手続きを経て栃病薬の役員(理事、監事)に立候補できる権利を有する。(定款

細則第３条) 

   ３ 特別会員、賛助会員、名誉会員は総会に出席することはできるが議決権を有しない。(定款第５ 

条の４、第２２条３) 

   ４ 正会員、特別会員、賛助会員及び名誉会員は、「栃病薬会員名簿」並びに「栃木県病院薬剤師会

誌」の配布を受けることができる。 

   ５ 正会員、特別会員は、「日本病院薬剤師会雑誌」の配布を受けることができる。 

   ６ 賛助会員としてではなく、本会への寄附を申し出いただく場合には協賛会社として前 4項の配 

布をうけることができる。 

 

 (会員の義務) 

第 ４ 条 正会員、特別会員は一般社団法人日本病院薬剤師会の会員となる。(定款第５条の２) 

   ２ 正会員、特別会員及び賛助会員は栃病薬所定の会費及び負担金を支払う義務を負う。(定款第７ 



条の１) 

   ３ 名誉会員は会費の納入を要しない。(定款第７条の２) 

 

 (入会) 

第 ５ 条 定款第６条に従い、入会を希望する個人及び団体は栃病薬会長に所定の届け出を行う。 

 

 (退会) 

第 ６ 条 定款第８条に従い、会員は栃病薬会長に所定の届け出を行うことで任意にいつでも退会できる。 

但し、定款第８条の２にあたる場合には退会したものとみなす。 

また、定款第９条にあるように栃病薬の名誉毀損または目的主旨に反する行為があった場合、

所定の手続きを経て除名される場合がある。 

   ２ 会員資格喪失に伴う権利及び義務は定款第１０条に従う。 

 

 (改廃) 

第 ７ 条 本規程の改廃は総会で行うことができる。 

 

 

附則 

本規程は平成２４年４月２日より実施する。 


